
                                               

                           

研究に関するお知らせとご協力のお願い 

2022年 6月 13日 

 

 横浜医療センター 脳神経外科では、下記の研究を行います。この研究は条件を満たす患

者さん全員を対象といたします。もし、この研究への参加を希望されない場合には、対象と

はいたしませんので、お問い合わせ先にお申し出ください。お申し出になられても、診療を

受ける上で不利益を被ることはございませんのでご安心ください。 

 

■研究名 

 『脳腫瘍全国統計（BTRJ）』 

 

■研究責任者 

 独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター 脳神経外科 

 医師 宮原 宏輔 

 

■研究分担者 

 独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター 脳神経外科 

 医師 岡田 富、谷野 慎、瓜生 康弘、田中 悠介、鈴木 幸二 

関口 徳朗、野田 尚志、岡本 楓、宮田 知昌 

 

■研究の対象となる方 

・2005 年以降に全国の脳神経外科施設（日本脳神経外科学会旧 A/C 項施設）で、脳腫瘍と

診断され、2005 年以降の症例で過去に治療した症例ならびに、今後治療を開始する症例。 

 

■ご協力頂く内容 

 上記の対象期間中に診療録に記録された診療情報を、研究に使用させて頂き 

ます。使用に際しては、政府が定めた倫理指針に則り、個人情報は厳重に保護し 

た状態で行います。 

 

■研究の概要 

研究の目的及び意義 

脳腫瘍患者の病理診断・年齢・性別・治療内容・生存確認などを全国調査し、脳腫瘍の疫

学・患者背景・生 存率を明らかし、脳腫瘍患者の治療に役立てることを目的とする。 

 

研究の期間 

  研究許可日より、2012 年のデータ解析が終了する 2030.12.31 までとする。 



                                               

                           

 

研究の方法 

研究の対象となる患者さんに関して、すでに診療録等に記録された下記の情報を収集

して解析します。 

(下記、収集するデータ) 

 

 個人情報等の取り扱い 

電子カルテシステムから抽出されたデータに、電子カルテを直接閲覧して得られた追

加データを入力したのち、連結可能匿名化して解析を行います。 

 

 利益相反に関する状況 

開示すべき利益相反は特にありません。 

 

 研究に関する情報公開の方法 

  研究の進捗状況・解析データは社団法人日本脳神経外科学会ホームページにおいて公

開される。また本研究 のデータ解析の結果は、日本脳神経外科学会学会誌“Neurologia 

medico-chirurgica”において発表する予定 である。今後は、治療開始から４年おきにデ

ータを公表することとし、2001-2004 年のデータは 2013 年に、2005-2008 年のデータ

は 2015 年に、2009-2012 年のデータは 2020 年に発表予定である。 

 

■研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応 

 本研究は既存の診療録情報を利用した後方視的疫学研究であり、研究の対象となる患者

さんへの、文書や口頭によるインフォームドコンセント取得は困難であるため、相談に対し

ては個別に対応します。 

お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

■お問い合わせ先 ※平日 9時 00分 ～ 17時 00分 

 医師 宮原 宏輔 

 独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター 脳神経外科 

 〒245-8575 横浜市戸塚区原宿 3-60-2  電話 045(851)2621（代表）  


